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日要の~ 台内文言命
えられSH 基を保護して収縮性蛋 Fl t'tを抽出した。の変形体から，Physαγum polycephαlum， 粘菌，
このた蛋 (l t'tは横紋筋の natural アクトミオシン(ミオシン B) とよく似た性質を示した。すなわち，
蛋 (1 f'tの低イオン強度， Mg2+-ATP 存在ドでの起沈殿は微量の Ca2+ の存在下でのみみられた。また，
その ATP アーゼは約 111M の Ca2十で 2-61-ff活性化された。
Mg2+-PPi存在ドでの超遠心により，ミオシン成分とアクチン成粘菌ミオシン B から，高イオン強度，
えられたミオシンfJ交う〉の ATP アーゼは 5mM EDTAむよび Ca2 + によって活1生イヒされ分を分離した。
た。粘商のミオシン成分の Mg2+-ATP アーゼはうさぎ憤紋節のFーアクチンを力IJ えると著しく活性化
された。またうさぎ横紋節から主jill抽出したアケチン一調節蛋 (l t't複合体または粘菌アクチン成分を力11
EGTA 存在下ではほえると，微量の Ca2+ の存在ドでのみFーアクチンの場合と同様の活性化を叉'け，
とんどj古性化きれなかった。
この調節タンパク Tf は SDSーゲル電気泳動の結果からまた粘菌変形体から調節蛋 (ln を抽出したの
分子量35 ， 000のトロポミオシン構成単位と分 [-t1!38 ， 000 に十tEうする構成単位から成る蛋 (1 t't であるこ
またうさき干黄紋この蛋 (1 t't はうさぎ横紋筋のF- アクチンと重量比 1 : 3 で結合した。とが示された。
筋のミオシンと Fーアクチンから再構成したアクトミオシンの低イオン強度， Mg2七ATP 存在ドでの超
沈殿むよび ATP アーゼは，粘菌調節蛋 (1 t'tの存在ドでのみ微量の Ca2 +(こより調節された。
第 2 の論文では粘雨調節蛋 (l t'tのう第 1 の論文では粘Uîの Ca2+ー感受性アクトミオシンについて，
さぎ横紋筋のアクトミオシンにむよぽす影響について報告する。
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論文の審査結果の要旨
活発な原形質流動を行なう粘菌の変形体の収縮性蛋白質は既に中島，秦野， Nachmias らによって研
究されている。しかし，従来の方法で変形体から取り出されたミオシンは動物のそれと異なり，太い
フィラメントを形成せず\その ATPase 活性はアクチンによって殆んど活性化されなかった。また変
形体から取り出されたアクチンの高次構造も筋肉のそれと大きく異なるように見えた。さらに原形質
流動が微量の Ca2+で、調節を受けることは知られていたが，このCa2+ー調節がどのような蛋白質の働き
によるかは全く明らかにされていなかった。
加藤君はまず従来の方法で粘菌より取り出されたミオシンの SH 基が修飾されていることに気付き，
SH 基を保護してミオシンを精製した。このようにして得たミオシンは従来のものと異なり，太いフィ
ラメントを形成し， EDTA-ATPase 活性は Ca2+ -A TPase 活性と同様に高く， Mg2+ーATPase 活性は
粘菌変形体のみならずウサギ骨格筋のアクチンによって著しい促進を受けるなど，ウサギの筋肉のミ
オシンと殆んど同じ性質を示した。
加藤君は変形体から収縮性蛋白質(アクトミオシン)と調節性蛋白質との複合体を取り出し，その
Mg2+-ATP による超沈殿および Mg2十-ATPase 活性が約 111M の Ca2+で著明に促進されることを明ら
かにした。さらに変形体から調節性蛋白質のみを取り出し SDS ーゲル電気泳動法で，それがウサギ
骨格筋のそれと同様にトロポミオシンとトロポニンから講成されていることを示した。また変形体の
ミオシンにウサギ骨格筋のアクチン， トロポミオシン， トロポニンを加えても，あるいはウサギ骨格
筋のアクトミオシンに変形体の調節性蛋白質を加えても，アクトミオシンの ATPase と超沈殿カマ故量
の Ca2+で、制御されるようになることを示した。
以上のように加藤君の研究は粘菌変形体の収縮性むよび調節性蛋白質がウサギ骨格筋のそれと同様
ミオシンーアクチンートロポミオシンートロポニン系から成り立っており， しかもその各構成成分を
粘菌とウサギの間で機能を損わずに変換し得ることを示したものである。この結果は原形質流動の分
子機作が筋収縮のそれと本質的に同一であることを初めて蛋白質のレベルで明らかにしたもので，運
動生理学上重要な寄与をするものとして高く評価される。 従って，本論文は理学博士の学位論文とし
て十分価値あるものと認める。
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